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１．はじめに
　平成 23 年 3 月 11 日に起きた東関東大震災、並びに、その影響で起こった福島原子力発電所の
事故は日本経済に大きな打撃を与え、その影響は様々な所に及んでいるが、その後の円高も重な
り、外国人観光客の激減のみならず、日本への留学希望者の減少も懸念されている。
　筆者は、グローバル化の中で生き生きと活躍することのできるグローバル人材の育成を目的と
する言語教育の研究と教育実践を、留学生の日本・日系企業への就職支援という立場からも行っ
てきたが、少しずつ進んできたこの分野の成果にも、3・11 は少なからず影響を与えると思われ
る。
　しかし、一方、グローバル化の進展は加速度的であり、それに伴うグローバル人材のニーズは
長期的な目で見れば、ますます高くなっていくと予想される。
　本研究は、「留学生の就職支援のためのビジネス日本語教育のシラバス構築のための調査研
究」として、今までに行ってきた海外日系企業におけるニーズ調査─中国・上海の調査（堀井
2009）、ベトナム・ハノイの調査（堀井 2011）に続くものとして、タイ・バンコクの日系企業の
管理職と元留学生などに行ったインタビュー調査をまとめ、上記調査結果と比較し、中国、ベト
ナムとの共通点とタイに特化した部分を明らかにし、今後の留学生のためのビジネス日本語教育
のシラバス構築に役立てるものである。
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２．タイ（バンコク）における調査から
2-1．調査の概要
2010 年 3 月に、タイ・バンコクの日系企業に就職している日本語を使う外国人社員（元留学
生を含む）とその上司、並びに日系企業の管理職に上海、ハノイと同じ内容のインタビュー調査
を行った。タイ・バンコクを選んだのは、古くから自動車とその部品の製造を始め、さまざまな
日本企業の展開が盛んであったこと、アジアでは中国に次いで日系企業の数が多いことからであ
る。質的なものを図るため、半構造インタビュー調査を行った。
（1）調査時期　2010 年 3 月 22 日（木）─ 25 日（月）
（2）調査目的
タイ・バンコクの日系企業における元留学生を含む外国人の採用・就業の実態とそこで生起す
る日本語によるコミュニケーション上の問題点を洗い出し、国内外のビジネス日本語教育に加え
るべきものを探る。調査項目は、中国・上海ならびにベトナム・ハノイにおける調査とほぼ同様
の以下を中心に、適宜必要なものを加えた。
　1）  日系企業（バンコク）における現地社員（元留学生を含む）の採用の際の条件と採用状況
について
　2） 元留学生と留学経験のない外国人社員の入社後の違いについて
　3） 採用後の研修の有無と、ある場合はその内容について
　4） 日本人社員と外国人社員との間の摩擦とその解決について
　5） （留学生のための）ビジネス日本語教育に求めるものについて
（3）調査方法
企業への訪問調査を行った。あらかじめ質問紙をメール送付しておき、その質問内容に沿っ
ての半構造インタビューで、調査に要した時間は一人につき 30 分から 1 時間である。インタ
ビュー内容は、許可を得て録音し、すべて文字起こしをした。今回は、文字起こししたものを
ケーススタディとして、特に、調査項目 4）、5）を中心にまとめ、結果を分析、考察した。
（4）調査対象
筆者がセミナー講師として招聘されていたタイ国日本語教育研究会、ならびに筆者もメンバー
であった海外経営専門職人財養成プログラム早稲田大学コンソーシアムの他のメンバーからタイ
における調査対象を紹介してもらった。
インタビュー対象者は以下の 7 場面における、8 社の、日系企業で仕事をしている外国人社員
（元留学生を含む）6 名とその日本人上司 4 名、並びに日系企業マネージャー、そしてタイ人マ
ネージャーであるが、本論では紙面の関係もあり、業種の違う 1、3、5、7 を中心にまとめ、英
語でのインタビューだった 4 のタイ人マネージャーへのインタビューについては、別の機会に譲
り、分析対象外とした。個人情報保護のため企業名、名前は架空のイニシアルにしている。ま
た、（J）は日本人。
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インタビューリスト
日　時 企　業 肩書き 名　前
1
2010. 3. 22 
14：30-
P （Thailand） Co., Ltd.
製造業
Secretary to Managing Director 
B. T.
2
2010. 3. 22 
16：00-
I（Thailand）Co., Ltd.
製造業
Interpreter & Purchasing Department P. S.
Managing Director S. K.（J）
3
2010. 3. 24  
10：00-
Z（Thailand）Ltd.
旅行業
アウトバウンド団体営業スーパーバイザー S. S.
バンコク支店マネージャー I. S.（J）
4
2010. 3. 24 
 14：00-
F（Thailand） Ltd.
製造業
Vice President Human Resources and 
Administration Group
K. S.
Human Resouces Manager G. P
5
2010. 3. 24 
16：30-
Y（Thailand） Public Co., Ltd.
製造業
Chief Project Section Quality Assurance 
Department
P. K
General Manager Quality Assurance T. M.（J）
6
2010. 3. 25 
10：00-
A.Thailand Co., Ltd.
流通業
Manager Director
S. E（J）.
7
2010. 3. 25 
18：30-
Ｓ（ＩＴ企業） 社員 T. W.
Ｌ（ＩＴ企業） 社員 M（J）
2-2　調査結果
インタビューを文字起こししたものについて、上海、ハノイの調査では質的内容分析を行った
が、今回は、各インタビューの文字起こしをケーススタディとしてまとめ、考察する。
2. 2. 1　B.T.
Ｂは、タイでの展開が 50 年になる大手製造業バンコク支社の社長（日本人）秘書であった。
高校 2 年の時に AFS1）でＳ県に留学、その時のホームスティ先の招待で再来日、Ｓ大学の研究
生から学部生となり、中世文学を研究。卒業後はＳ県の町役場の国際交流員として 3 年間勤務、
タイとの交流にも努めた。日本語能力試験 1 級合格、TOEIC 850 点取得。帰国後、エージェン
シーの紹介で現職に就く。現職では秘書業務だけではなく、日本人社長とタイ人社員間の通訳業
務を行っている。
　以下、インタビューより、項目 4）、5）に関わる部分を中心に抜き出し、考察する。（H は筆者）
Ｂ 29： 理由はやはり通訳好きです。ほんとに通訳が、一番、自分の好きな仕事ですので。
Ｈ 29： どんなところが。
Ｂ 30： やはり、両方が理解し合えるとき、すごく嬉しいですね。
Ｂ 31： 大変というよりやはり、嬉しい、もうひとつ、嬉しいことは、やはり自分は長く日本に
いましたので、日本の家庭にも住んでたんですね、日本の、あの、ホームステイ先に。
だから、日本人がどのように思ってるかはちゃんと、みなさんにも、それも教えてあげ
ることができるから、あの、やっぱり理解が深くなる。
Ｂ 32： 直訳だけではなくて、お互いタイ人が思ってることもちゃんと、理解して伝えることが
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できますので。
Ｂ 33： 大変なのは、やはりみんなは日本語しゃべれると、日本人のカタ持つじゃないかという
風には見られがちというのはありますよね。
Ｈ 33： やっぱり板ばさみっていうか、そういう意味ではあのー苦労されるんじゃないかなとは
思いますけれどもね。日本人の社長さんとか、ほかの日本人の社員の方との間は特に、
あのー違和感とかなく……？
Ｂ 34： は、あんまりないですね。やっぱり日本でも勤めてたからやはり。
Ｈ 34： もう理解されているということですね。そうすると、でもやっぱり日本の方の仕事のや
り方っていうのはまた別にして、伝え方とか、よくその曖昧だとかいうような話があり
ますけど、そういうあたりはやっぱり出てくることは……？
Ｂ 35： 曖昧のはありますね。時々あのはっきり言わないことーはあのー、まぁ、でも大体やっ
ぱり社長秘書にいますので大体情報は分かってますからどこまで言えるのかは自分でも
ちょっとぐらいは判断できますので。
Ｈ 47： 色々やりがいがあると思いますけども、で、やっぱり日本の留学経験というの役立って
るということですよね。
Ｂ 47： とってもですね。
Ｈ 65： 通訳だとあれですね、気をつけてることっていうのはどんなことですか。
Ｂ 65： あの、やはり自分の、考えを入れないようにはしてますし、あとは、あのー、喧嘩しそ
うな時はほんとは変えちゃ、変えては内容は変えてはないんですけど、あの、なるべく
お互いが理解し合えるようにはしてます。努力はしてます。
Ｈ 74：日本の留学生に、日本日系企業で仕事するんだったら、こういう力つけたほうがいいとか。
Ｂ 74：やはりですね、日本語の中でも普通に話してる言葉と、あの、ほんとにビジネス使う言
葉が違いますからね、その、違いをやはり、それも勉強したら自分のプラスになるんで
すよね。
インタビューから以下のことが引き出された。
・ B は秘書・通訳としての現職におけるブリッジ人材としての仕事についてポジティブに取り組
み満足している。
・ 留学経験、日本滞在（ホームスティ）経験、日本での仕事経験が生かされている。
・ 摩擦が起きそうなときは、Ｂが両者の間に入って調整をしている。
・ タイ人の特徴は、ルーズなところ、計画性がなく、反省があまりない一方、素直、勤勉である
と言っている。
・ タイでは階級社会なのでお手伝いさんがするような仕事はしたがらない。
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2. 2. 2
I.S.（J）
旅行業のバンコク支店マネージャーをして 6 年半、現在従業員は約 100 人という。タイにおけ
る アウトバウンドはディーラーの招待旅行が多い。タイの対日感情は良い。また、タイにはお
金持ちが多く、観光に使う費用は日本人の 4, 5 倍になることも多い。一方、日本からタイへの
観光客はハワイを超えた 2）。
　日本語人材（日本語を使って仕事をしている外国人材）は 10 名でその業務は通訳ではなく
（社内共通語は英語）、日本人客対応が主。日本語人材の日本語能力については、面接時の話し方
とその時に書いてもらうことで把握、採用時には 2 級レベルがほしい。研修は一般の研修以外は
日本への添乗の機会を作る程度。日本語人材の場合実務経験がないので、実務の知識と能力を補
う必要がある。（普通は即戦力を持つ人を採用する。）
Ｉ 48： そうですね、あの、ま、文化的なところで、日本人とちょっとタイ人の違いというか日
本人が特殊だと思うことがけっこう多いんですけど、例えば日本人の場合はすぐ出張で
のスタッフなどすぐ謝ったりするんですけども、海外の方の場合は自分が悪くないとき
は謝らないですね。そこが日本人が特殊なんだとは思いますけど、日本人のお客様から
はよくご指摘を受けるといったことが……。
Ｈ 49： そういう時はどういう解決をするんですか。
Ｉ 49： えっとまず、日本人のお客様の特徴というのを教えて、対応の仕方というのは、そのつ
ど指示をするという……。
Ｈ 50： お客様ですからね。でもどうしても私は謝りたくないみたいな……。
Ｉ 50： そういう時は、ある程度、聞いて聞いて、ま、9 割あなたが正しいと、1 割ここに問題が
あったということを理解していただいた上で、そこの部分に関してはきちんと謝る、と
いうふうに。
Ｉ 52： そうですね。旅行業というのは端から見ると比較的派手な商売に見えるんですけども、
実際やってることはすごくコツコツと地味なんですね。ストレスのたまるような商売で、
残業も多くありますし、お客様からおしかりを受けることもありますので、どちらかと
いうと根気がいる。
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Ｉ 53： えぇ、忍耐強い、それでまぁ協調性があって、フレキシブルな方を取っていきたいと
思って。
Ｉ 55： そうですね、こちらの場合旅行業というのはやはり、どちらかというと下の業に値しま
すので、その辺をわきまえてもらえないと。
Ｉ 56： はい、例えば留学生の中でも身分の高く育った方ってやっぱりいらっしゃると思うん
ですけど、その人の場合ちょっと意識を変えていただくというのは難しいのかなって
ちょっと思いました。
Ｈ 58： タイからの正規留学とか私費留学とかそうですね、やっぱり、身分の高い方が多いです
からね。
Ｉ 58： だからもう、たとえば自分が重い荷物を沢山持ったりとかですね、そういう仕事もしま
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すし、そういう環境に慣れてらっしゃらないとちょっと厳しいかなと。
インタビューから、以下のことが引き出された。
・ 日本人相手の接客において、謝ることを期待されるときの日本語人材への調整が必要とされる。
・ 旅行業は一見派手だが、実はストレスのたまることが多い仕事なので、忍耐強さが必要。
・ タイでは旅行業は下に見られがち。また、階級が高い人がサービス業にあたるのは難しい。
・ 留学生は階級が高い人が多いので、現状では旅行業にはなかなかつかない。
S. S.
 　大学で副専攻（主専攻はマスコミニケーション）で日本語を学ぶ。週 3 回、1 回当たり 3 時
間学習。仕事には不自由のない程度の日本語力を身につけているという。日本語学習の動機は、
バンコクには日系企業が多く、給料もよくなるから。少し前まで、日本人客相手の業務をしてき
た。接客ではタイ人のお客さんの方がわがままで大変だという。添乗で日本には 5 回来日してい
る。現在の仕事には満足している。また、お客様が満足する仕事をどんどんしていきたいと考え
ている。（上司の I も同席、一部インタビューに加わっている。）
Ｓ 17： 文化的なこと、最初分からないと思いますんで、日本語勉強するとき文化と共に勉強い
たしますんで、そういう大きく問題はないです。
Ｓ 51： 後輩が日系企業入りたいときのアドバイスは……まず日本人の習慣ですね。あの勉強し
なければならない、日本人の考え方とか、どういう部分は、タイ人とあってる考えとか、
アドバイスしなきゃ。
Ｓ 52： あの、大学では、もちろん一般的な習慣、日本人の習慣は勉強しました、ほとんど
Ｈ 52： それはどういう授業。
Ｓ 53： あのー、日本カルチャーですね。簡単に一般的な勉強しましたけども、あの、また、
ちょっと少ないと思いますので、日系企業入ってからまた上司なり教えてもらうときも
多い、教えてもらってます。
Ｓ 60： そうですね。あとあの、ここでいるときにも上司にも教えてもらってることも多いので
すが、例えばこういうの日本人はしない、こういうの日本人はありえないとか、そうい
う微妙、細かいところをちゃんと教えてもらってるんです。
Ｓ 27： タイ人のお客様のほうが大変です。例えばタイ人のお客様の場合たとえば、日本人観光
に行くと手荷物はご自身で持っていただくという形あるじゃないですか。タイ人のほと
んど、あの、もし持ってくれたいときには持ってあげなきゃいけないとか、あとなんで
も、お客様の希望通りやってあげないと、気持ちがちょっと。
Ｓ 32： タイのお客さん日本に行くとき、日本の文化、例えばご飯食べるとき箸こうやってはい
けないとか、そういうのは説明、ガイドさんにも説明しています。
Ｓ 33： あとは、あの、例えばレストラン待ってるときにはちゃんと列で待たなきゃならないとか。
Ｓ 34： はい、あとは信号あるときには、ちゃんと赤い出てから渡るという話で、そういう部分
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のほうはちょっと文化的なことですけど、タイ人はあんまりルール、あんまり守ってく
れないことが多いなんですけど、そういう細かいところをお客様のほうに説明します。
Ｓ 43： みなさん、卒業して最初から日本の日系企業入りましたので、そういう慣れてない部分
はあんまり。
Ｓ 44： 例えば私の場合は、初めてタイの企業じゃなくて日系企業入りましたので、だからそう
いう部分は最初から勉強、日本人の主任さんとか、日本人の接客とか勉強しましたので
あんまり。
Ｓ 45： そうですね、もし例えば最初タイの企業入りまして、またあとで仕事を変えて、日本の
日系企業に働く場合は、ちょっと、そういう習慣的な部分のほうはちょっと、違ったり
というのが、多分問題があると思いますね。
Ｓ 49： 日本人は自分の決まってる仕事じゃなくて、あの、例えば、自分に関係のある仕事を勉
強とか、やるとかあるじゃないですか。または働くのは日本人の方がタイ人より働く時
間は長いじゃないですか。そういう部分はタイ人はあまり認められない、例えば 9 時と
か、9 時 10 時まで夜まで働いてて、
Ｈ 49： 残業ね。
Ｓ 50： 残業ですね。タイ人は 5 時半になったら帰るっていう形になる習慣多いと思いますので。
そういう部分の例えば 7 時まで 8 時まで働くとちょっと個人のなんか活動みたいなのが
無くなるってことは、あんまり認めない人も多いなんですけども、あとあの、遅刻とか
時間通り会社のほうに来なければならないとかそういうのは、あとは、お客さんのケア
ですね。あの、日本人はよく細かいところ、例えばあの名刺を渡すときにはちゃんとこ
ういう風に渡さなくてはならない、そういう微妙、細かいのところはいっぱい日本人
持ってるから、もしタイ人のお客さん、タイ人の友だちは日系企業入るとそういう問題
が出てきます。
Ｓ 62： 日系企業でやってはいけないことですか。うーん、いろいろですね。例えばもし大事な
もの、例えば見積もり作るときには、注意事項が多いですね。例えば、日本人お客さん
は、お客さんには、何々言っちゃったら、その言ったことを守らなければならない。
Ｓ 63： はい、間違えられないです。タイ人の場合は例えば謝ったら、また変更したらなんと
か許してくれる人もいるかもしれないです。でも日本人には、あのもし料金とか言っ
ちゃったら、間違ったって言っちゃったら、自分の責任感持たなければならない。そう
いうとき謝るは、うーん……。
Ｓ 65： いいわけはダメですね。タイ人の場合はよく言い訳してるかもしれないですけど、理由を
付けて、言い訳して、許してもらうように、でも日本人にはそういうことはあり得ない。
Ｉ 8： まず、すみませんから入るのが日本の文化なんですけども、タイ人の場合、いやぁ、こ
れちょっと飛行機会社が間違ってて、とかそういうところから入っていて、それって日
本人のお客様からは、非常にお叱りをうける。
－ 38 － － 37 －
Global Communication 創刊号
Ｉ 9：なかなか、謝るところから入るタイ人は少ないですね。
Ｓ 76：日系企業ですか。あの一番大事なことは、約束を守りですね。あの、約束守らないとい
けない。約束と時間は守らなくてはいけない。
Ｓ 80： そうですね。例えば事故があったときには、1 時間 2 時間の渋滞があることもあります
ので、そういうことは担当上司のほうに連絡して、報告すると、あの、連絡しなければ
ならない。タイ人のほうはあんまり連絡するのは─日本人はちゃんと報告しないといけ
ない。
Ｈ 81： ま、報連相ってことですか
Ｓ 81： 報連相。報告連絡相談……
Ｓ 84： うーん、お客さんの考え方を考えておく。でそうすると、お客さんのほうにも満足して
もらえるし、どういうことをほしいものを例えばどういうツアーやってほしいことか、
見えないところちゃんとお客さんに聞いて、でお客さんの希望通りアレンジしていくと、
満足していただくという形になります。
Ｈ 85： 満足してもらえると嬉しいですよね。
Ｓ 85： はい、そうです。でも、もし満足してくれないと自分も気持ちが悪いし、だから頑張っ
てお客さんにもいっぱい楽しくなる。
インタビューから、以下のことが引き出された。
・ 大学で日本語を勉強するときに日本の文化についてもたくさん勉強したことが役立っている。
・ 足りない部分は入社後、上司から事あるごとに教えてもらっている。
・ トラブルがあった時、タイ人はいいわけから入るが日本人は謝ることから入る。
・ 日系企業では約束と時間を守ることが重要である。日本人は細かいところにも注意を払っている。
・ 報連相はなかなかなじめない。
・ 日本人は決まっている仕事以外もするが、タイ人スタッフは残業はあまりしたがらない。
・ タイ人のお客さんは階級が高い人が多く、日本人客よりも大変な場合が多い。
・ 添乗の経験から、タイ人のお客さんには日本へ旅行するときに注意すべきマナーについて伝え
ている。
・ 大学の同期生の話からも、卒業後すぐに日系企業に入った人は違和感なく仕事をしている。
2. 2. 3
P. T.
タイ商工会議所大学で日本語を学習。その後、工場の仕事が好きでこの会社に入社。インター
ネットで募集を知り応募、面接により採用され、4 か月のアルバイトとしての試用期間ののち正
規採用。3 年たった現在、通訳を中心に他の仕事もしている。タイ人の従業員約 500 人、日本人は
社長、マネージャー、アドバイザーの 3 人。日本へは研修で 1 度、エンジニアを連れてその通訳
を兼ねて工場に 1 度と 2 回来ている。漢字は大丈夫だが、当初は専門用語が難しかったとのこと。
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Ｐ 5 ： えっと、採用試験、ちょっとありました。
Ｐ 6 ： だいたいは面接。
Ｈ 6 ： どういうところが採用のポイントだったと思いますか。
Ｐ 6 ： えっとだいたいは、日本人と喋って、スキルをみます。あの、どんだけ、聞き取れるか、
どんだけ話せるか上司がみます。
Ｐ 11： えっと今僕は通訳としてやってます。タイ人と日本人のコミュニケーションをとります。
ほかの仕事もやって、バッテリーテストをやります。僕のメインの仕事は通訳なんです
が、タイの会社の方針があって、ひとりマルチスキルの人を作ります。
Ｐ 17： えっと、まぁ、うん、えっと、例えばえっと、問題あったときに、タイ人から日本人に
報告します。僕はえっと、そういうことを伝えます。もし日本人から指示があったら、
日本人と日本語話します。最後に訳します。
Ｐ 39： 日本人の性格は、どういう性格だとか、仕事の性格はどんな性格かということをいっぱ
い勉強しました。
Ｈ 40： そういう勉強は役に立ちましたか。ここに来てから。
Ｐ 40： はい。よく。
Ｐ 119（関連口述）：科目があって、日本の文化という科目があって、どんな文化があるか、日
本人の性格、どんな性格、日本の関係が勉強しました。
Ｐ 43： まぁ一番目は、時間を守る。絶対、予約したら、この時間の前、5 分前に行かなければ
ならない。
Ｐ 46： 僕は指示を上司からもらって、自分で管理したり、やったり、終わって報告します。も
し異常、問題があったら、報告、いつもやってます。
Ｐ 52： えっとだいたいは、タイのスタッフは仕事やって、まぁまず日本人から指示してタイ人
が言ったとおりできませんから怒られました。怒られて、タイ人の、タイ人の考えは日
本人の考えに合いませんから、日本人の心分からない。えっと、話し合いません。
Ｐ 54： えっと、そういう時は、えっと、真ん中に入って、もし日本人が強く言ったら、直接
強く訳すことはできません。もしそういうことを結構訳したら、よくないと思います。
ちょっと優しく訳します。タイ人もなんか、ひどかったり、なんか言ったら、そういう
言葉、訳したらよくない。ちょっと言葉を調整して伝えます。
Ｐ 67：（本社との E メールやり取りについて）まぁだいたいは言葉のほう問題はないと思います
から、内容が心配です。例えば、本社から、仕事もらって、やって終わって、そういう
結果を直接報告していいか、上司と相談して。
Ｐ 72： 漢字は大丈夫です。まぁ、今えっと電気の言葉とあと、大体電気の言葉大丈夫です
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Ｐ 88： もし、小さい会議打ち合わせだったらそんなに大変ではないと思いますが、大きい会議
だったら言葉も丁寧に、言葉も丁寧に使ったり、色々のこともしゃべらなければならない。
T. M.（J）（P. T. の上司）
Ｈ 24： 採用するときに通訳としての採用だったんだと思いますけど、どういうところがポイン
トでしたか。
Ｔ 25： そうですね。あの、ま、人間性というのがまずはありますよね。この人とやっていける
のかなっていう。
Ｔ 26： あとは、あの、日本語の能力。実際しゃべってみて、こっちが、まぁ、仕事、面接的な
話じゃなくてね、趣味は何なんですかとかそういう話をしていく中で、その人の能力っ
てのをみますんで、その中ですごいなっていうのがあって採用。
Ｈ 27： 内容的にも、言語的にも。
Ｔ 27： そうですね。こちらが質問した内容に対して、的確な答えが返ってくる人と来ない人が
Ｈ 28： そうですよね。
Ｔ 28： できてたんで。やっぱ、あと、文字なんかも十分に読めてましたんで、その辺が助かる
なと思いました。
Ｔ 33： そうですね、彼のおかげで、うまくというか、よりよくなってますね。
Ｈ 34： で、まぁ、ほんとにその文化の違いとか、やっぱりどうしてもそのローカルスタッフか
ら、なんとなく不満がたまるということもあると思いますが。
Ｔ 34： そうですね、あると思いますが、そのへんは彼がうまく消化してくれてるみたいで。
Ｈ 36： タイの大学では日本語のほかに日本の文化をかなり勉強してきたということなんですけ
ど。
Ｔ 36： そうですね、それは助かってますね。で、あの、僕が話す内容もかなり理解はしてくれ
てるみたいですので、考え方とかですね、その辺が助かってはいますけどね。
Ｔ 37： 違う考え方をしてるんだよということだけでも知ってもらうだけで。
Ｔ 38： 国が違うんでね、絶対に同じということはないんだけど、それをできるだけ調整するこ
とによって近づけていってくれてる。
Ｔ 39： こっちもタイの文化知らないので、逆に彼からいろいろインフォメーションもらいます
から勉強になってます。
両者のインタビューから以下が引き出された。
・通訳だけでなく、マルチスキル人材がタイの会社の方針とのこと。
・大学で日本の文化について勉強したことが役に合っている。
・時間を守ることと報告することが日系企業では重要。
・摩擦が起きた時は P が調整をしている。上司からみても、P が調整していることが分かる。
・P からいろいろな情報をもらうことができて上司も助かっている。
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2. 2. 4
T.W.
　大学の日本語科を卒業。その間、1 年関日本留学。卒業後日系企業 C（製造業）に通訳として
7 年勤務。勤務地が郊外だったのでバンコクに戻りたくて転職。日系情報通信業 S に入社。5 年
間勤務。その後、JICA に入るが、やはり IT 系があっていると気づき L に入社。日本人顧客と
の対応で日本語を使う。
Ｗ 15： ちょうど L に入ったところ、入った当初に、メールで、日本語でメール送ったんですよ。
あの、そのときに、日本人の同僚さんが、ちょっと別のメールで私のメール見てたんで
すよ。ちょっとこの敬語の遣い方はちょっと気をつけてくださいね、とか、そう言われ
て、よく頭の中に残っていますね。
Ｗ 25： 日本語が結構上達したときは、あの、えーっと、ちょうど卒業して、はじめて入社した
ときの C。通訳でずっと 3 年間やってきた中でですね、いろいろ、日本語のまぁ単語と
か、えーっと、特に通訳ですからコミュニケーションがちゃんとできないと、そのまま
直訳すると、変な意味になっちゃうとか、そのときは本当に日本語が上達したんじゃな
いかなと思いました。
Ｗ 26： 毎日使って、はい、上司に色々言われました。
Ｗ 27： 全部で 7 年間ですけど、最初の 3 年は通訳、毎日日本語ずっと使ってます。
Ｈ 29： で、その通訳は純粋な通訳ですか。その、まあ、上司の方の話すことをタイのローカル
の人に通訳するという、その反対と。
Ｗ 28： 両方です。
Ｈ 30： で、えっとあの、相手は上司の方とローカルスタッフという、ですか。
Ｗ 29： ほとんどがそうなんですよね。あとは、まぁ、そのときは生産管理部という所属だった
んですよね。主な仕事はやっぱり生産を管理するということは、生産に問題があったり
する場合は、まぁ、あの、ミーティングがメインな仕事でした。だからミーティングの
場で、ちゃんとタイ人と日本人の間でコミュニケーションがはかれる日本語のレベル
じゃないと困ることもあるし。
Ｈ 32： で、そのときに、今までも色んな会社の方にね、お話伺ってる範囲では、そういうミー
ティングのときに、まぁ価値観の違いとかでこう意見がタイ人のとこと日本人のとこと
違うことがありますよね。でそういうときにまぁ、調整をしていたという、けんかにな
らないようにしてたっていうことですよね。
Ｗ 31： そうです。結構調整しました。
Ｈ 33： 結構どういう場面で調整……
Ｗ 32： うーん、やっぱりタイ語に訳したときの言葉の使い方。
Ｈ 34： やっぱりやわらかくする。
Ｗ 73： まぁ、日本語、日本語学科で、あの、日本語ばっかり勉強することじゃなくて、だから、
あの、仕事に使えるような日本語ですね。あの、私の場合は、C 大学で 4 年生のときに、
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あの、ある日本人の先生がですね、工場で使っている電子板についての本とかですね、
プリントアウトをくれて、で、その生きた、そのプラクティカルな日本語で、ちょっと
やらせたんですよ。その時は、つまらなかったなぁと思ってやっぱり、それがすごく
Ｈ 76： 今にしてみると。
Ｗ 74： そうですね。経理関係の言葉とか、いろいろあの先生の方は、いろいろ頑張って教えて
いただいたので。
インタビューから、以下が引き出された。
・ W の場合、日本留学（X 大学別科）はあまり合わなかったようだが、タイでの日系企業入社
後、通訳として毎日使う中で日本語のコミュニケーション能力がついた。
・ 摩擦が起きた時には W が調整をしていた。
・ 大学の時にビジネス関係のことを教えてくれた先生がいたことが今になってみるとよかった。
2. 2. 5
S．E．（J）　　N.A.（J）
　S は日系流通業のバンコク社長 4 年目。ローカルスタッフ約 930 名、日本人管理職が 4 名いる
が、タイ語と日本語に堪能な社員はタイ人 1 名、日本人 1 名。今後の現地化に力を入れている。
（部長の N も同席。）
Ｓ 35： （タイ人スタッフは、）あの、メイン業務についてマーケティングとホーム、総括部長を
してもらってます。で、ホームの業務の中に行政関係の調整であったり、契約事項が絡
むオーナーとの調整であったり、そのあたりメイン業務は私になるので、私と同席をし
て、会話、で、まぁ、会議ですね。のときに、私が話すことを訳すというところですね。
だからまぁ通訳がメイン業務ではないんですが……。
Ｓ 36： そうですね、先ほど言った法規関係、契約関係の件について、彼のほかに弁護士がつい
てますので弁護士との調整をした上でオーナーとの調整に行ったり、行政との折衝をし
たりというような感じですね。単純に通訳ではなしに、彼が物事を理解し、彼の場合に
は彼が判断、私にサジェスチョンをもらう、私のほうがサジェスチョンをもらって、そ
の場で判断をしていくという、そんな。
Ｎ 5： ま、ローカルの、さきほどの、総務部長と営業部関係の責任者の方で採用活動をやって
いて、あと、店ごとについては店長が採用権利を持ってまして、それにおいて採用して
いるというのが現状です。
Ｈ 47： で、そこは、ほとんど日本人の方は絡まないで。
Ｎ 6： 現状は特にそういう場面は , まぁ、本部である程度年収の高い人とかそういうちょっと
マネージャークラスに近くなるような、まぁ大学院まで行ってるような人たちの面接は
絡みますけど。
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Ｓ 44： あー、多分そうでしょうね。彼がそのあたりの調整をしているんだと思います。
Ｓ 45： そうですね。例えば、タイでは、中卒とか高卒の人たちと、大卒ないしは院卒の人たち
とはもう明らかに仕事の種類も、評価の基準も違う。しかし、弊社の場合はそうではな
くて、そんなの関係ない、性別も関係ないし国籍も関係ないし信条も関係なくて、年齢
も関係なくて、ま、能力と成果が出れば、それを評価をしていく。ま、それぞれありま
すからね。どちらが正しいというのはあれなんですが、ま、これは弊社基準を一回入れ
てみようということで、中卒者、中学卒業者も大卒者も、年次 1 年次も 2 年次も、20 年
次も、全員がレベル試験をして、合格点を取れば、面接を取れて、面接でパスすれば、
店長になるコース、マネージャーになるコース、そのかわり 1 年間勉強してもらわな
きゃいけない。1 年間勉強して、そのレベルに達したって評価をされたら、1 年以内に、
入社 1 年次の中卒の人でも、店長の処遇を与えます。そういう制度を今してるんですよ。
Ｈ 58： もう、実施されてる。
Ｓ 46： しましたよ。去年、今、2 期目です。で、56 人チャレンジして、26 人試験面接が通って、
で、最終ちゃんと卒業した人間が 5 名。店長コースが 2 名、本職マネージャーコースが
2 名、で、一人が商品コースを卒業したんですが、二人とも店長にしましたし、マネー
ジャーコースを卒業した人間は一人はすでに本社のマネージャー、で、もう一人は今月
中にマネージャーになります。
S60： 今、商品部長という商品部の総責任者は、えーっと商業高校か、商業高校の卒業なんで
すよ。彼、総括マネージャーで、ローカルの中でもこう給与がナンバー 2 ぐらいかな、
ローカルの初めての取締役候補 3 名の中の 1 名にもなってるんですけれども、彼をその
総括部長にするときに、色んな意見があったんですね。商業高校卒業で、彼の部下に大
卒者が後につくと、大卒者、ないしは院、大学院卒っていうのもいますから、彼らから
反発を受けるかも、ということになると、彼がなると、なったんだけど、結果、彼はね、
うちの会社の数字を大きく変えてくれたんですね。うん。
Ｓ 66：その日本の常識から言うとそうだけど、タイは違うんだっていう。ただまぁ、個々個々
で判断せざるをえない。タイ基準、小売業ですから、タイの業界に認めてもらわなきゃ
いけない、それが大前提になって、まぁ、言葉にするとちょっとかっこよすぎるんです
けれど、僕がいつも思ってるのは、それが本当にお客さんのためになるのかっていうの
と、倫理的に正しいのかっていう、どっちが倫理的により正しいねんどっちがお客さん
のためになるんやと、これで問題がなければ、全く同じ評価ならタイ側にあわせる、そ
ういう風にしてます。
Ｓ 76： あぁそうです。あの、タイにはそういう習慣がないみたいですし、頭を下げるというこ
と自体が……、なんですけども、どうかなぁ、半分以上の従業員がそれができてるん
じゃないですかねぇ。
Ｓ 89： それはありますよね。あのー、彼は国費留学をしていましたから、同期や先輩にとか沢
山いるんですね。で、
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Ｓ 91： もう彼が持ってる人脈というのは非常に貴重ですね。
S107： えぇ。で、僕はあの、ローカルには、僕の後任はタイ人だっていう風に言ってたんです
よ。で、
H127： 現地化ですね。
S109： そう。で、このタイも、もう、小売業ですから私はそうあるべきだと思うんですよ。た
だ、本社とのコミュニケーションというのはそれはちゃんと取れなきゃいけない。タイ
語しか話せない、ないしは英語しか話せないっていうことになると大変不便。だからそ
ういう意味ではその、通常の会話が普通日本人同士が会話できるくらいの、その、人と
いうのがほしいですね。もしかしたらそういう人が、社長になるのかもしれないしね。
インタビューから以下が引き出された。
・キーパーソンになるタイ人は通訳というより社長と対等な立場にある。
・ ローカルスタッフの採用は店長（タイ人）が採用権を持っている。
・ タイは階級制があるが本社と同じ誰でも昇進ができるシステムを実施しはじめている。
・ 倫理的、お客さんのために問題がなければ、タイに合わせるようにしているが、倫理的に問題
がある場合は勇気をもって対応しないようにしている。
・ 従業員は自然に企業文化を理解している。
・ 留学生の人脈は重要である。
・ 日本語人材が摩擦の調整をしている。
・現地化を目指しているが、社長には日本語でのコミュニケーションができる人が必要である。
3．考　察
　調査結果から、以下がわかった。
1） 日本人社員と現地社員の間に摩擦が起きそうな時は、調査対象の日本語人材が通訳をする中
で言葉を和らげるなどをして調整をしている。
2） 留学経験、渡日経験は異文化調整に生かされている。
3） 日本語人材は通訳を兼ねて他の仕事をしていることが多い。
4） 調査対象者のいたタイの大学では日本人の考え方、日本の文化についての学習ができ、就職
後役立っている。
5） 日系企業への応募は人材会社やインターネットにより、採用は面接によることが多い。
6） 時間、約束を守ること、報連相が重要であると認識されている。また、接客においては謝る
かどうかが課題。
7） 残業は現地社員には好まれない。
8） タイでは階級制があるので、その影響がある。
　これらのうち、1）、2）、3）は、上海、ハノイの調査結果とも共通であるが、4）については、
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バンコクの対象者は異口同音に語っていたが、上海、ハノイのインタビューには出てきていな
かった。また、5）、6）、7）についても上海、ハノイの調査結果と共通であったが、8）はタイに
特有のものである。
　今回の調査結果からは、どの調査対象者からも、日本語人材が異文化摩擦を調整していること
についての話が強く出てきていた。また、対象者の出身大学において、日本や日本人の価値観に
ついての授業があり、それが現在の仕事に役立っているという点も、予想以上のものであった。
　留学の効果は高いものの、経済的理由と、非漢字圏であるため日本の大学での授業を受講する
日本語レベルに達することが難しい点から、今後も日本への留学生はそれほど多くはならないと
思われる。また、階級的な面から留学生が帰国後サービス業などにつく可能性も現在はあまり高
くないことから、日本・日系企業への就職支援のためのビジネス日本語教育としては、現地での
充実も大いに望まれる。
　一方、現地化を目指し、日本語人材から現地社長を登用していきたいという企業の今後の展望
にも期待したい。
4．ビジネス日本語シラバス再構築に向けて
　上記から、留学生だけでなく、日系企業に従事する外国人社員を含めたビジネス日本語教育の
シラバスにおいても、異文化調整能力を養う点をさらに強化する必要があると考える。就業後、
各現場で身に着けられるものも多いが、広い意味でのビジネス日本語教育の中で、ロールプレイ
やプロジェクト型学習などにおいて、異文化調整能力を養成する要素をさらに盛り込み、教育実
践を行っていきたい。
5．おわりに
　今回の調査も、日系企業を中心とした調査ということで、国内企業の調査では浮き彫りにされ
にくかったことが見えてきたと言えよう。円高の影響で、日本企業の海外拠点化も進んでいる。
ビジネス日本語教育の課題はまだまだ多いが、引き続き研究と教育実践を重ねていきたい。
　調査期間中、「ほほえみの国」タイというだけあって、沢山のほほえみに囲まれ調査をするこ
とができ感謝しているが、おりしも、本稿を書いている現在、タイは大洪水に襲われている。
　一日も早く、平穏なタイの日々が戻ることを祈る。
注
1　 AFS は世界大戦中に傷病兵の救護輸送に携わったアメリカのボランティア組織 American Field Service
（アメリカ野戦奉仕団）の活動を起源に持つ、留学・国際交流団体。http：//www.afs.or.jp/about-afs/
2　 2009 年の統計による。
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